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お知らせ

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
保
険
料
率
は

２
年
に
１
度
見
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

平
成
24
･25
年
度
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
保
険
料
率

＊
年
間
保
険
料
は
、
均
等
割
額
と
所
得
割

　

額
の
合
計
額
と
な
り
、
個
人
ご
と
に
算

　

定
・
賦
課
さ
れ
ま
す
。

＊
年
度
の
途
中
で
被
保
険
者
の
資
格
を
取

　

得
し
た
場
合
の
保
険
料
は
、
取
得
し
た

　

月
か
ら
の
月
割
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

＊
所
得
の
低
い
方
や
こ
れ
ま
で
被
用
者
保

　

険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方
へ
の
保
険

　

料
軽
減
措
置
は
、
今
年
度
も
継
続
さ
れ

　

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
　
　

０
２
８（
６
２
７
）６
８
０
５

　

市
国
保
年
金
課
賦
課
係　
　

１
階

　
　
　

(２
３
）１
１
２
０

●
採
用
予
定
人
員　

45
名
程
度

●
試
験
日　

９
月
１
日
(土
)ま
た
は
２
日
(日
)

※
11
月
に
も
試
験
実
施
を
予
定
。

●
試
験
場
所　

栃
木
県
庁
研
修
館
４
０
２

　

研
修
室
ほ
か
(宇
都
宮
市
)

●
応
募
資
格　

昭
和
47
年
４
月
２
日
以
降

　

に
生
ま
れ
た
方
で
、
看
護
師
免
許
を
有
す

　

る
方
(平
成
25
年
春
の
国
家
試
験
で
看
護

　

師
免
許
を
取
得
す
る
見
込
の
方
を
含
む
)

●
募
集
期
間　

８
月
16
日
(木
)ま
で

●
病
院
見
学
会　

７
月
23
日(

月)

に
３
病

　

院
合
同
見
学
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
各
病
院
単
独
見
学
会
も
実
施
し

　

て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

　

認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

県
医
事
厚
生
課

　
　
　

０
２
８
(６
２
３
)３
１
５
８

　

市
と
国
際
医
療
福
祉
大
学
の
共
催
で
、

市
民
公
開
講
座
｢幸
齢
者
ス
ク
ー
ル
｣を
開

催
し
ま
す
。
多
く
の
方
々
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
　
時　

９
月
17
日
(月
・
祝
)

　

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

※
開
場　

午
前
８
時
30
分

●
場
　
所　

国
際
医
療
福
祉
大
学
Ｆ
棟

●
内
　
容　

医
療
講
演
会(

事
前
申
し
込

　

み
不
要
・
入
退
場
自
由
)

・
第
一
線
で
活
躍
す
る
専
門
医
師
４
名
の

　

方
が
、
疾
病
予
防
の
観
点
か
ら
い
き
い

　

き
と
生
活
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

　

お
話
し
し
ま
す
。

●
参
加
費　

無
料

●
そ
の
他　

｢午
後
の
部
｣と
し
て
ア
ク
テ

　

ィ
ブ
シ
ニ
ア(

65
歳
〜
70
歳
代
)の
方
を

　

対
象
と
し
た
｢体
験
学
習
｣を
予
定
し
て

　

い
ま
す
。
定
員
制
で
事
前
申
し
込
み
が

　

必
要
に
な
り
ま
す
。
詳
細
は
追
っ
て
広

　

報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
　

１
階

　

高
齢
者
幸
福
課
介
護
予
防
係

　
　
　

(２
３
)８
９
１
７

栃
木
県
職
員（
看
護
師
）

採
用
試
験

幸
齢
者（
こ
う
れ
い
し
ゃ
）

ス
ク
ー
ル
開
催

均等割額

所得割率

賦課限度額

42,000円

8.54％

55万円

国民年金からのお知らせ国民年金からのお知らせ

■問い合わせ
　大田原年金事務所お客様相談室
　　　(２２)６３１４
　市国保年金課国民年金係　　１階
　　　(２３)８９２８

●現況届・その他の届について
　日本年金機構では、原則として、誕生日の月の
｢現況届｣の提出は不要となっていますが、次の場合
は、現況届またはその他の届が引き続き必要です。
①加給年金を受けられている場合は『生計維持確認届』
②障害の程度の確認のために『診断書』の提出が必
　要なとき
※提出が必要な届出は、日本年金機構から受給者
　の方々へ送付されますので、提出期限までに返
　送してください。
③障害基礎年金のうち20歳前障害の受給権者の方
　は『所得状況届(現況届)』
　所得状況の確認を要する方々へ送付されますの
　で、提出期限までに返送してください。（７月
　31日までにご提出ください）
●住所や年金の受取場所を変えるとき
　年金は、希望した金融機関や郵便局などで支払
われます。住所が変わらない場合、年金の受取先
だけを変更するのはご遠慮ください。受取先をむ
やみに変更しますと、年金の支払日に受けられな
いことにもなりかねません。
　やむをえず変更する場合は、｢年金受給権者住
所・支払機関変更届｣に所定の事項を記入し、変
更先の銀行などで証明を受け、大田原年金事務所
宛てに提出してください。
　住所が変わるときは、変更先の年金事務所で手
続きをしてください。
●年金証書をなくしたときなど
　｢年金証書｣を汚したり、紛失したときは、｢年
金証書再交付申請書｣を年金事務所に提出して、
｢年金証書｣の再交付を受けてください。
　｢年金証書｣は年金を受ける権利のあることを証明
するものです。各種届出や年金相談のときに必要に
なりますので、大切に保管しておきましょう。

年金を受けている皆さまへ

平
成
24
・
25
年
度
の

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の

保
険
料
率
が
変
わ
り
ま
す


